
第３回たつの市新宮地域小中一貫校開校準備委員会小学校区部会（東栗栖小学校） 

議事録 

 

日時 令和６年６月２７日（木）  

   午後６時から        

場所 東栗栖コミュニティセンター 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 報  告 

 第３回開校準備委員会の開催結果について【資料１】 

事務局から説明 

◆ 小学校の制服のアンケートについて 

＜質疑応答＞ 

（委員） 

 制服のアンケートについて、「新宮中学校区内の児童及び」とあるが、この文面だと

アンケートを児童に尋ねるイメージを持ってしまう。 

（事務局） 

 修正させていただく。 

 

（委員） 

 新しい体操服には「価格等」との記載があるが、制服にはその記載がない。現在の

制服は市が負担しているのか。 

（事務局） 

 保護者が負担している。 

 

（委員） 

 中学校の制服はそのままになるのか。中学校での検討は、同時進行になるのか。 

（事務局） 

 小学校は小学校で、中学校は中学校で協議していく。小学校は、このアンケートに

よっては制服を着用しないことも考えられる。 

（委員） 

 小学校は、高学年から制服を着用することもあり得るのか。 

（事務局） 



 そうなることも考えられる。開校後、新しい制服を一年しか着用することがないよ

うに、移行期間を設けて、しばらくの間は現在の制服の着用を認めることも考えてい

る。 

（委員） 

 中学校の制服を検討していくのは、もう少し後になってから（開校準備委員会で）

考えていくことになるのか。 

（事務局） 

 中学校は学校の方で考えていくこととしており、小学校の制服は開校準備委員会で

考えていくこととしている。 

（委員） 

 制服のアンケートを、高学年の児童の保護者にも取られる予定であるが、その児童

たちは開校時には中学生になっている。どういう考え方でアンケートを取るのか。 

（事務局） 

 アンケートでの意見はあくまで制服協議の参考にするためのものであり、アンケー

ト結果により、多数決で決めようとするものではない。アンケートの設問についても、

開校時に小学生である児童の保護者か、開校時に中学生である児童の保護者かを最初

に問うことにしているため、そこで回答者の属性を判断できるようにしている。 

 

 

 

３ 議  事 

 スクールバスの運行ルート（案）について【資料２－１、２－２】 

事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員） 

 福栖の児童について、福栖のバス停待避所で降りた後、国道より南の児童は池の横

の農道を通ってはどうか。 

（委員） 

 福栖の保護者と話をしたところ、千本からの折り返し時に、東行きのバス停で降り

てはどうかとのことであった。 

（事務局） 

 運行ルートが変わらなければ、その時の児童の事情に合わせたらどうかと思う。今

回の協議で決めたルートをずっと使っていくのではなく、児童の分布により変更する

ことも考えている。 

（委員） 

 農道を通学路に設定することはできるのか。公道でないと駄目ではないのか。 



（事務局） 

 農道を通学路に設定しているところもある。事務局で確認しておく。 

 

（委員） 

 平野の場合、登校時は通行方向の左側に停車場があるが、下校時は右側になる。そ

れはどうするのか。 

（委員） 

 空地でバスが転回できるのであれば問題ないかと思う。 

（事務局） 

 下校時に空地に入って、また西に出ていこうとした時に、東行きの道路を横断する

ことになる。その時点では、平野以外の地区の児童が乗車しており、この道路は大型

車両もよく通行しているため、危険と言えば危険である。例えば、平野の児童は、登

校時は平野で乗車して、下校時は大屋で降りることも考えられるかと思う。 

（委員） 

 平野の自治会長には、教育委員会から説明してもらう方が良いと思う。 

（事務局） 

 了解した。 

 

（委員） 

 千本の停車場候補としている交流センターでは、月に一回、大型ゴミの収集がある。

大型ゴミを置くスペースとして壁面から３ｍ程使えない時がある。その時に４５人乗

りのバスが入ってきて、転回できるのかどうかを心配している。 

（事務局） 

 試走して判断したい。先日、自治会からの意見として敷地内の補装のやり替えの提

案があった。 

（委員） 

 簡易補装であるのでバスが転回していると、すぐに駄目になると思う。登校時、地

域住民の方が乗用車で通行するので、バスの転回時に、道路にバスの一部が出たりす

ると危険かもしれない。 

（事務局） 

 補装のやり替えについては、市で施工することができないと思う。スクールバスだ

けでなく、ゴミの収集車両も入ってくるだろうし、観光バスが入ってくるとか、原因

者が複数いると思うので、市が負担して施工することが難しいと思う。委員がおっし

ゃったように、転回をする時に危険が生じるのであれば別の箇所を探すことも検討し

ていく必要がある。 

（委員） 



 いずれにせよ、千本に入ってきて転回する箇所が必要である。現在は、堀田医院が

あったところに集合して登校している。交流センターが停車場に設定することが難し

いのであれば、交流センターで転回して堀田医院のところで乗車しても地域住民の迷

惑にはならないかと思う。自治会としては、当初、市から交流センターが良いのでは

ないかとの提案があったので、それであれば市が補装しても良いのではないかと考え

ている。 

（事務局） 

 市としても考えていかないといけないが、停車場の場所を決めた後に何か壊れた時

の費用負担のことを決めていく必要がある。 

（委員） 

 現時点では、大型ゴミの時にバスが転回できるかどうかを確認してほしい。 

（事務局） 

 了解した。いったんこれで試走してみて、課題が出てこようかと思うので、次の部

会の際に報告させていただく。 

 

 

 

４ そ の 他 

 

 

 

５ 閉  会 

 


